
無料入場料：

不要（※）撮影使用料：

https://www.city.nagoya.jp/kurashi/douro/1014806/1034765/1014846.htmlホームページ：

無休休園日：

052-972-2891（名古屋市河川計画課堀川担当）TEL：

※ イベント会場として場所を占用して使用する場合は申請が必要（有料）です。
    詳しくは実施の１か月以上前にお問合せください。

地下鉄「伏見」駅下車。徒歩約８分
最寄駅：

無駐車場：

不要（※）事前申し込み：

なし（施設内及び近隣施設のトイレでの更衣・メイク不可）更衣室：

複数グループや団体利用は不可（※）使用人数：

納屋橋周辺の広場・遊歩道

洋風ジャンル：

近代からの目抜き通り広小路通に架かる鉄骨造アーチ形状橋。高欄、親柱、橋梁灯などに凝り、この通り
にふさわしいつくりとなっています。昭和56年に改築されたが、高欄などは架設当時のものを再現していま
す。
都心の貴重な水辺空間である納屋橋周辺の堀川沿いには遊歩道や親水広場が整備されています。

http://#


撮影時のルール

※ 橋の上は公道（公認コスプレ施設の対象外）ですので、ご注意ください。
※ 周辺店舗の迷惑にならないようご配慮をお願いします。
※ 遊歩道上にある周辺店舗のオープンカフェ（テラス席）を無断で使用しないでください。
※ 広場・遊歩道で開催されるイベントの運営に支障が出ないようご配慮をお願いします。

衣装について

• 過度な露出は控えてください。肌の露出については最小限とし、下着が見えないことが基準となります。（胸や脇の
隙間から極端に下着が見える場合も含む）

• オーバーパンツやアンダースコートなど、重ね着をするパンツにつきましては、衣装とみなします。

• 丈の短いスカートなど、かがむと下着が見える衣装は禁止します。あわせてスカートの場合、ストッキングやタイツ
の着用もお願いいたします。

• 下着を着用していない衣装は禁止します。

• ニップレスやシリコンブラは下着とみなします。

• 実在公務員・警備員・軍装等法律上責任のある衣装や、公序良俗に反する衣装での入場はお断りします。

• 敷地内の破損・汚損・損傷等が発生した場合、 ご本人様が賠償責任を負う可能性がありますので、 ご利用の際は
十分ご注意ください。 破損・汚損・損傷等の可能性がある場合は、 すみやかに職員までお知らせください。

• 通行の妨げになる行為や、 大声を出したり、 走ったり等の迷惑行為はお控えください。

• 施設内に設置してありますコンセントの利用（携帯充電・ヘアアイロン使用・カメラバッテリー・充電等）はご遠慮くだ
さい。（施設利用の際は施設利用のルールに準じます。）

• 施設内および近隣施設のトイレ等での更衣・メイク等の行為は禁止です。

• 施設内でのウィッグの切りそろえはご遠慮ください。

• 貴重品や荷物につきまして、 各自自己管理をお願い致します。

• 荷物の紛失や盗難、 参加者様同士のトラブルは一切責任を負いかねます。

• 泥酔している方、 公序良俗に反する行為をする方、 アダルト撮影やわいせつ行為、 迷惑 行為をする方、 法律上
禁止されている行為を行う方の入場を禁止します。

• 関係者以外立ち入り禁止エリア、 トイレ付近での撮影は禁止です。

• 展示物・植物等を傷つける行為は禁止です。

• 長時間にわたる撮影場所の独占や、 荷物を置いての場所取り等はご遠慮ください。



小道具（武器等）について

• 血のり、刃物類、可燃物、その他危険性のある小道具の持ち込みは禁止です。模造刀については、金属製のもの
は抜刀禁止、金属以外の素材のものは撮影時のみ抜刀可能ですが、撮影時以外は人の目に触れないようにお願
いいたします。また、小道具類を不用意に振り回したり、人に向けたりすることを禁じます。

1）長さについて
• 武器の大きさは、長さ1.6mまで可能です。

• 上記大きさより大きくなってしまう場合、撮影時以外は分解して運べるものと限定します。

2）持ち運びについて
• •広場・遊歩道内を移動される場合は、すぐに抜刀できない状態（抜けないように縛る・袋に入れる・布で包む等）で
あることが必須です。

• 移動時は必ずバッグ等の中にしまって、移動してください。

3）モデルガンについて

• エアガン・ガスガン・自作銃等の銃器（モデルガン、精巧な玩具を含む）の持ち込みは、一切禁止します。皆様の安
全のため、ご協力をお願いいたします。

機材の使用について

• 三脚・一脚・自撮棒等の使用はご遠慮ください。

• レフ板やソフトボックス、アンブレラ等、サイズは広げた状態で1mまでとさせていただきます。設置型の照明等は使
用不可とします。

• 赤外線などによる透視撮影は禁止とします。


